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向春の候，保護者の皆様方にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は，本校教育にご支援・ご協力を賜り，厚くお

礼申し上げます。さて，平成２５年度の「全国学力・学習状況調査」の結果について，その概要をお知らせ致します。この調査は，

平成２５年４月に６年生を対象に実施されました。どの程度理解できているかを％で表し，全国・尼崎市平均と比較したものです。

尚，本調査は，学習の定着度や，学習意欲，家庭での学習実態を客観的に把握し，今後の指導体制や学習方法の工夫改善に役立たせ

るものです。今回は６年生の結果ですが，この結果を受け，学力向上・生活改善に向けていっそうの取り組みを進めていきたいと思

います。今後ともご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

（１）学力調査結果の分析 

 本校の得点率と全国・尼崎市の得点率の比較の表現において   

「わずかに」は～±0.9  「やや」は±1.0～4.9 「少し」は±5.0～9.9 「かなり」は±10.0～ 

[国語 A：主として知識に関する問題] 

・本校の平均正答率は約 60％で，全国をやや下回っています。尼崎市をわずかに下回っています。 

・「話すこと・聞くこと」はできています。相手の意見を聞き，理解しようとする力があります。 

・「書くこと」・「言語についての知識・理解・技能」については，改善に向けた努力が必要です。 

  例，正答率が低かった問題：「バスがていしゃした」「委員会をもうける」（下線部を漢字に直す。） 

・「読むこと」は，全国レベルです。文章の表現や叙述に注意しながら読み，内容を理解するよう努力が必要です。 

[国語 B:主として活用に関する問題] 

・本校の平均正答率は約 47％で，全国をやや下回っています。尼崎市をわずかに上回っています。 

・「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については改善に向けた努力が必要です。 

・「読むこと」については，俳句の情景はよくとらえています。 

・複数の内容を関係付けた上で，自分の考えを具体的に書く力が必要です。               

[算数 A：主として知識に関する問題] 

・本校の平均正答率は約 80％で，全国をやや上回っています。尼崎市をやや上回っています。        

・「数量や図形についての技能」・「数量や図形についての知識・理解」については，共によくできています。 

・概数や面積など，やや苦手な領域もみられますが，おおむね理解できています。 

例，正答率が低かった問題：一万の位までの概数にしたときに，２００００になる数を選ぶ 

[算数 B：主として活用に関する問題] 

・本校の平均正答率は約 56％で，全国をやや下回っています。尼崎市をやや上回っています。    

 ・「図形」についての活用問題はよくできています。 

・「数量関係」「記述式」の問題は，努力が必要です。 

・表やグラフなどを読み取り，答えを導くだけでなく，わけや説明を書くことにも慣れることが大切です。 

（２）学習意識等に関する調査 

学習意識調査の課題は，読書や家庭学習の時間が少ないということです。読書は「ほとんどしない」という児童が 42％で，家庭

学習は「ほとんどしない」・「３０分まで」を合わせて 27％でした。朝食は，「毎日食べる」が 82％でした。起きる時間は，「午前７

時まで」が 50.4％，寝る時間は，「午後１０時まで」が 39％という結果でした。平日のテレビを見る時間は，「4 時間以上」が一番

多く 29％でした。将来の夢や目標を持っているは，「当てはまる」・「どちらかといえば当てはまる」を合わせて 83％でした。 

（３）次年度に向けて 

・朝の計算・学習タイムをします。（読み書き，計算などの基礎学力の向上）・全校朝読書を週 1回取り組みます。 

・研究授業や公開授業及び研究協議会を実施し，教師の授業力向上を目指します。 

・週１回放課後学習（３・４年）を行い，宿題を中心に基礎学力の定着を目指します。 

・同室複数・少人数による指導（５・６年生）を行い，算数の基礎・基本の定着，思考力育成に努めます。 

・その他，各学年に応じたプリントや，漢字ミニテスト，ノート点検などに取り組みます。 

（４）ご家庭へのお願い 

基本的生活習慣は，低学年のうちにしっかり身につけておく事が大切です。また，学年が上がってもそれが乱れないようにしてい

くことが大切です。寝る時間の遅い子は，早く寝るようにすると朝も早くなり，朝ごはんがしっかり食べられ，脳の働きがよくなり

ます。テレビやゲームの時間は決めるようにし，その時間を短くして読書･学習に活用していきましょう。また，家庭学習の時間の

目安は，学年×１０＋α（その子に合った時間）と考えます。子どもの成長には，家族でのふれ合いが大切です。将来の夢に向かっ

て親子で語り合いながら，伸びていって欲しいと思います。今後とも，ご家庭のご協力をよろしくお願いします。 


